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ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／株式

投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本
を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。

運用実績の推移

■Aコース（為替ヘッジあり）

※基準価額は1万口当たりとなっています。
※基準価額および基準価額（分配金再投資）は信託報酬（後記の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※基準価額（分配金再投資）および騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
   運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があります。

騰落率（％）

■Bコース（為替ヘッジなし）

運用実績の推移 騰落率（％）

※基準価額は1万口当たりとなっています。
※基準価額および基準価額（分配金再投資）は信託報酬（後記の「ファンドの費用」参照）控除後のものです。
※基準価額（分配金再投資）および騰落率は、税引前分配金を分配時に再投資したものとして計算しています。
※運用実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。
※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
   運用状況によっては、分配金額が変わる場合、または分配金が支払われない場合があります。

分配金実績（１万口当たり、税引き前）

分配金実績（１万口当たり、税引き前）

基準価額 9,738円 設定日 2020年9月28日

純資産総額 324.4億円 信託期間 原則として無期限

決算日 毎年2月25日（休業日の場合は翌営業日）

基準価額 17,510円 設定日 2020年9月28日

純資産総額 811.0億円 信託期間 原則として無期限

決算日 毎年2月25日（休業日の場合は翌営業日）
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期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 2.58 6.52 4.13 27.58 -22.03 -2.62

期間 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

ファンド 7.83 17.65 4.39 47.06 27.64 75.10

第１期 第２期 第３期 第４期

'21/2/25 '22/2/25 '23/2/27 '24/2/26

分配金 0円 0円 0円 0円 0円

累計

第１期 第２期 第３期 第４期

'21/2/25 '22/2/25 '23/2/27 '24/2/26

分配金 0円 0円 0円 0円 0円

累計

作成基準日　2024年12月30日

お客様用資料（月報）

当ファンドは、特化型運用を行います。
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ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／株式

投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本
を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。

銘柄名 セクター 通貨 国・地域 構成比

1 エヌビディア 半導体・半導体製造装置 米ドル 米国 16.89%

2 アップル テクノロジー・ハードウェアおよび機器 米ドル 米国 11.69%

3 マイクロソフト ソフトウェア・サービス 米ドル 米国 8.60%

4 台湾セミコンダクター 半導体・半導体製造装置 台湾ドル 台湾 6.50%

5 ブロードコム 半導体・半導体製造装置 米ドル 米国 4.31%

6 アドバンスト･マイクロ･デバイセズ(AMD) 半導体・半導体製造装置 米ドル 米国 2.92%

7 ＳＡＰ ソフトウェア・サービス ユーロ ドイツ 2.84%

8 ASMLホールディング 半導体・半導体製造装置 ユーロ オランダ 2.58%

9 サービスナウ ソフトウェア・サービス 米ドル 米国 2.15%

10 ショッピファイ ソフトウェア・サービス 米ドル カナダ 2.13%

合計 60.62%

（組入銘柄数：55銘柄)

※構成比はすべてマザーファンドの対純資産総額の比率です。

※セクター配分は、世界産業分類基準（GICS）の分類にて区分しています。ティー・ロウ・プライスは、将来の報告についてGICSの更新があればそれに従います。

GICSの情報は巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」をご確認ください。

※現金他には、キャッシュのほか未収・未払金等を含んでおり、マイナスとなる場合もあります。

■資産配分 ■国・地域別配分（上位10ヵ国） ■セクター配分

■組入上位10銘柄

ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式マザーファンドの状況

株式等 99.36%

現金他 0.64%

合計 100.00%

■通貨配分（上位5通貨）

通貨 構成比

米ドル 77.57%

ユーロ 10.52%

台湾ドル 7.56%

日本円 2.06%

韓国ウォン 0.82%

その他の通貨 1.47%

合計 100.00%

国・地域 構成比

米国 71.95%

台湾 7.47%

オランダ 6.40%

ドイツ 4.12%

カナダ 2.13%

中国 1.82%

日本 1.71%

アルゼンチン 1.04%

韓国 0.82%

英国 0.75%

その他 1.16%

現金他 0.64%

合計（12ヵ国） 100.00%

※構成比はすべてマザーファンドの対純資産総額の比率です。
※セクター配分は、世界産業分類基準（GICS）の分類にて区分しています。ティー・ロウ・プライスは、将来の報告についてGICSの更新があればそれに従います。
GICSの情報は巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」をご確認ください。
※当該銘柄の売買を推奨するものではありません。

作成基準日　2024年12月30日

お客様用資料（月報）

セクター 構成比

半導体・半導体製造装置 43.03%

ソフトウェア・サービス 27.74%

テクノロジー・ハードウェアおよび機器 16.24%

金融サービス 4.57%

メディア・娯楽 3.61%

一般消費財・サービス流通・小売り 1.95%

自動車・自動車部品 1.03%

消費者サービス 0.70%

銀行 0.49%

現金他 0.64%

合計 100.00%
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ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／株式

投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産が当初の投資元本
を割り込み損失が生じることがあります。詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

巻末の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずお読みください。

■市場概況

12月のグローバル株式市場（※）は、利下げペースが減速するとの観測を背景に、米国主導で下落しました。

グローバル株式市場の情報技術セクター指数は、グローバル株式市場とは対照的にプラスのリターンとなりました。人工知能（AI）専用
のサーバーチップの開発でブロードコムと協力し、26年までに量産準備が整うとの見通しを示したアップルが上昇するなどハードウェア関連
銘柄が堅調に推移したほか、ブロードコムなどの市場予想を上回る好決算の発表を受け、半導体受託生産大手の台湾セミコンダクター
（TSMC）など他の半導体関連銘柄の株価も上昇しました。一方、ソフトウェア関連銘柄は、25年11月期通期の収益見通しが市場
予想を下回ったことが嫌気されたアドビ主導で、やや低調なリターンとなりました。

情報技術セクター以外の代表的なテクノロジー銘柄では、電気自動車（EV）大手のテスラや検索サービス大手グーグルの親会社のア
ルファベットが大幅に上昇しました。テスラは、トランプ次期政権下で同社に有利な規制緩和が進むとの期待が続き、一時最高値を更新
したほか、アルファベットは、開発した新たな量子チップの発表により、量子コンピューターの実用化前進への期待が株価の押し上げ材料と
なりました。電子商取引大手のアマゾンも、自社開発の機械学習用チップを搭載した「AIスーパーコンピュータ」の開発計画の発表が好
感され、堅調な株価推移となりました。

（※）MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（税引前配当込み、現地通貨ベース）

■運用概況
12月のファンドの騰落率は、Aコース（為替ヘッジあり）が+2.58%、Bコース（為替ヘッジなし）は+7.83%となりました。

グローバル株式市場全体が軟調に推移するなか、大型テクノロジー銘柄の上昇が目立ち、前述の理由によりアップルや通信に特化した
デジタル半導体メーカーのブロードコムが主要なプラス寄与銘柄となりました。ブロードコムは、アップルとの協業に加え、8-10月決算の大
幅な増収増益や、AIチップの需要急増を背景に24年11月-25年1月期の大幅増収見通しを示したことから株価が急騰しました。連れ
高で月中に最高値を更新した台湾セミコンダクターの組み入れもプラスに寄与しました。

一方、総合半導体開発のアドバンスト・マイクロ・デバイセズ（AMD）、データベースのプラットフォームを手掛けるモンゴDB、暗号資産
（仮想通貨）取引プラットフォームを運営するコインベースなどの組み入れがマイナスに寄与しました。AMDは、AI半導体からの収益貢
献の規模が不透明なことが嫌気されたほか、モンゴDBは、経営陣の退任発表が材料視されたこと、コインベースは、新規取引所の台頭
による競争激化が懸念されたことなどを受けて、それぞれ株価が下落しました。当ファンドでは、AMDについては、優れた経営陣を有して
いるほか、設計技術や製品で競合他社より先行している点を、コインベースは、高水準が続く仮想通貨ビットコインとイーサリアムの取引
仲介で圧倒的なシェアを占め、高い取引手数料を維持できている点を、それぞれ評価して保有を継続しています。一方、モンゴDBは、
主力製品減速の兆しが見られ始めたことや、経営陣の退任といった組織的な課題に直面していることに鑑み、月中に組み入れを終了し
ました。

■今後の見通し
テクノロジー関連銘柄の株価はこれまで大きく上昇してきました。バリュエーションの割高感を指摘する声は少なくありませんが、ITバブルな
ど過去に生じた相場の過熱と異なる点は、ROEの上昇など収益力の向上が続いていることです。今後、トランプ新政権下での規制緩和
や景気刺激策、FRBの緩和的な金融政策といった好条件がテクノロジー企業の業績をさらに加速させると見ています。また、引き続き、
AIは息が長く、さらなる成長が期待される分野であると考えています。データセンターなどAIのインフラ整備に偏重していた収益機会はAI
アプリケーションなどにも広がりはじめ、より長期的な投資テーマとなっているとみています。

そうした中、半導体関連のオーバーウェイトを継続しています。データセンター向けなどのAI関連の高性能半導体需要の持続的な拡大が
見込まれるデジタル半導体はもとより、需要回復が見込まれるアナログ半導体も有望と考えています。また、米新政権下で製造業の設
備投資促進政策などにより産業用半導体の魅力度も増してくるでしょう。ソフトウェアについては、AIについて投資先行で足元の収益に
つながっていない状況を踏まえ、当月末時点で、全体としてはアンダーウェイトとなっていますが、これらの企業の中にも、いずれはAIを自ら
の商機拡大に結び付け、収益化に成功する勝ち組が現われる（あるいはそうでない負け組とに二分化される）ことが想定されるため、そ
の時期や顔ぶれを見極めていきたいと考えています。

今後も80年に及ぶ成長株投資の伝統と世界中に広がる株式調査網を活用し、柔軟かつ機動的ながら規律ある銘柄選択・ポートフォ
リオ運営を継続し、①経済活動において根幹となる非常に重要な技術（リンチピン・テクノロジー）を提供し、②長期持続的成長市場
で革新性によってシェアを拡大しており、③売上の加速や利益率の改善がみられ、④バリュエーションが妥当な銘柄の発掘を進めます。

運用担当者のコメント

作成基準日　2024年12月30日

お客様用資料（月報）
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ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／株式
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ティー・ロウ・プライス グローバル・テクノロジー株式ファンド
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／株式

当資料のご利用にあたっての注意事項

当資料は、ティー･ロウ･プライス・ジャパン株式会社が作成したお客さま用資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではあ
りません。
投資信託は、値動きのある有価証券等を対象としているため、投資元本を割り込み損失が生じることがあります。
ご購入の際は販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）を必ずお受け取りのうえ、内容をよく読み、ご自身で
ご判断ください。
投資信託は、預金または保険契約ではないため、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。
また、金融機関の預貯金と異なり、元本および利息の保証はありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただく投資信託は、
投資者保護基金の支払対象ではありません。
ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング･オフ）の適用はありません。
当資料に記載の運用実績に関するグラフ、図表、数値その他いかなる内容も過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるい
は保証するものではありません。
個別銘柄につき、売買を推奨するものではありません。
当資料内で表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。
当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではあり
ません。
当資料における見解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。
世界産業分類基準（「GICS」）は、モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル（「MSCI」）およびマグロウヒル・カンパ
ニーズ傘下のスタンダード＆プアーズ（「S&P」）が開発した独占的財産およびサービスマークであり、ティー・ロウ・プライスにライセン
ス供与されています。MSCI、S&PまたはGICSの作成、編集もしくはGICS分類に関与する第三者はいずれも、当該基準や分類
（またはその利用から得られた結果）について明示的にも暗示的にもいかなる保証や表明もしません。また、すべての関係当事
者は、当該基準や分類のいずれについても、その独創性、正確性、網羅性、商品性または特定の目的適合性について、いかな
る保証からも明示的に免責されます。前述の内容を制限することなく、MSCI、S&P、その関連会社またはGICSの作成、編集も
しくはGICS分類に関与する第三者はいずれの場合も、直接的、間接的、特別、懲罰的、結果的またはその他のいかなる損害
（逸失利益を含む）について、その発生可能性が通知されていたとしても、いかなる責任も負いません。

収益分配金に関する留意点

◼ 分配金は、預貯金の利息とは異なり投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価

額は下がります。

◼ 分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があ

ります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期

間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

◼ 投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。

ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

作成基準日　2024年12月30日

お客様用資料（月報）
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